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800÷4＝200より，y＝200x

x＝10をそれぞれに代入して，
一郎：y＝250×10＝2500
大輔：y＝200×10＝2000より，
2500－2000＝500→ア

スタート地点から イ m 地点を一郎が t 分後に通

過したとすると，大輔は t＋4 1
4 分後に通過するので，

250 t＝200（t＋41
4）より，

t＝17
よって，250×17＝4250→イ

⑹反比例の式を y＝a
x とすると，

点 A の y 座標＝a
3

点 B の y 座標＝ a
－1＝－a

この差が 8 だから，
a
3－（－a）＝8
a＝6

よって，求める式は y＝6
x である。

⑺反比例なので，xy＝一定だから，
　　　2×9＝6×y

　　　　6y＝18
　　　　  y＝3

⑻①y＝ a
x より a＝xy これに（2，6）を代入して，

　　a＝2×6＝12
　②y＝mx に（2，6）を代入して，
　　m＝3 …ⅰ
　　①より，12＝xy に x＝4を代入して，
　　12＝4y

　　 y＝3
　　よって，B（4，3）なので，これを y＝mx に代入

して，
　　　3＝4m

　　m＝3
4  …ⅱ

　　したがって，ⅰ，ⅱより，3
4≦m≦3

⑼ x の値が決まると，それにともなって y の値も 1
つに決まるのが関数であり，ウ，オはこの定義を満
たしていない。

⑽ 反比例なので，xy＝一定だから，
　2×3＝5×y

　　5y＝6

　　 y＝6
5

P. 37

2＜解答例＞
⑴ ①時速30km　②24分後
⑵ ①午前10時26分40秒　②10. 8≦a＜13. 5
⑶ ①2420円　②880円

第 4講座　関数
P. 34

1＜解答例＞

⑴ 3
2 ≦ y ≦4 ⑵ －2 ⑶ y＝10

x

⑷ ア 12　イ 6 ⑸ ア 500　イ 4250 ⑹ y＝ 6
x

⑺ y＝3 ⑻ ① a＝12　　②3
4≦m≦3

⑼ ア，イ，エ ⑽ y＝6
5

＜考え方・解き方＞

⑴ y＝a
xに x＝6，y＝2を代入

すると，2＝a
6，a＝12，

よって，比例定数は12なの
で，図のようにグラフに表
すと，x＝3 のとき y＝4，
x＝8のとき y＝3

2となり，

y の変域は 3
2 ≦ y ≦4である。

⑵ 2 点 A，B のそれぞれの座標は（2，8），（4，4）とな
るので，この 2 点を通る直線の傾きは，

傾き＝4－8
4－2

　　＝－4
2

　　＝－2

⑶ y＝a
xに x＝2，x＝5をそれぞれ代入すると，

x＝2のとき，y＝a
2…①

x＝5のとき，y＝a
5…②

①＝②＋3より，

 
a
2＝a

5＋3

5a＝2a＋30
　a＝10

よって，y＝10
x

⑷①に x＝3 を代入すると，

y＝4
3×3

y＝4
よって，①，②の交点の座標は（3，4）で，②のグラ
フはこの点を通るので，a＝xy より，a＝3×4＝12，
イに入る数を求めるには，xy＝12より，積が12と
なる x と y の自然数の組み合わせを考える。

（x，y）＝（1，12）（2，6）（3，4）（4，3）（6，2）（12，1）
以上の 6 組である。

⑸ 2 人の出発してからの時間を x 分，走った距離を
ym とすると，一郎のグラフを表す式は，1000m を
4 分で走っているので，

1000÷4＝250より，y＝250x

同様にして，大輔のグラフを表す式は，

O

y

x

4

3 8

y=12x

3
2
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（スタジアム）9

3

O 5 1510 20 3035 4550 60（分）

（㎞）

（駅）

ⅰ（50, 9）ⅱ（60, 9）

　②上図より，条件を満たすには，50分から60分の間
に大輔さんがスタジアムに到着すればよいことが
わかる。到着するのが50分のとき，a の値は，

　　　9÷50－10
60 ＝27

2（13. 5）…ⅰ

　　到着するのが60分のとき，a の値は，

　　　9÷60－10
60 ＝54

5（10. 8）…ⅱ

　　ⅰ，ⅱより，10. 8≦ a＜13. 5
⑶① 1 か月間の水の使用量が23m³のときの水道料金

は，400＋40×10＋120×10＋140×3＝2420円とな
る。

　②大輔さんが住んでいる市の 1 か月当たりの水道料
金の基本料金を x 円とする。このとき，大輔さ
んが住んでいる市で 1 か月間の水の使用量が
28m³のときの水道料金は，x＋80×28＝x＋2240
円となる。また，美咲さんが住んでいる市で 1 か
月間の水の使用量が28m³のときの水道料金は，
400＋40×10＋120×10＋140×8＝3120円となる。

　　よって，x＋2240＝3120より，
　　　　　　　　　x＝880
　　したがって，大輔さんが住んでいる市の 1 か月当

たりの水道料金の基本料金は880円となる。
⑷① 1 か月間の水の使用量は xm³なので，ヒバリ市の

水 道 料 金 は，620＋140×10＋170×（x－20）（ 円）
となる。

　　また，リンドウ市の水道料金は，900＋110×x（円）
となる。

　　それぞれの市の水道料金が等しくなるので，
　　620＋140×10＋170×（x－20）＝900＋110×x

　　これを解いて，x＝38（m³）となる。
　　 x＝38をリンドウ市の水道料金を表す式に代入す

ると，
　　900＋110×38＝5080（円）となる。
　②基本料金 a 円，使用量ごとの料金を 1 m³につき

80円， 1 か月間の水の使用量は xm³なので，水道
料金は a＋80x（円）と表せる。よって，＜条件＞
の 1 つ目の，水の使用量が10m³のとき，x＝10を
代入して，a＋80×10＝a＋800（円）と表せる。こ
のときのヒバリ市の水道料金は620＋0＝620（円）。
リンドウ市の水道料金は，900＋110×10＝2000

（円）。よって，水道料金はリンドウ市の水道料金
2000円より高くなるように設定するので，

　　　a＋800＝2000より，
　　　　　  a＝1200
　　よって，基本料金を1200円より高くする。
　　また，＜条件＞の 2 つ目の，水の使用量が30m³

のとき，x＝30を代入して，a＋80×30＝a＋2400

⑷ ①5080円　②1200＜a＜1320
⑸ ①妹：毎秒 1 ｍ，姉：毎秒1. 25ｍ
　　②30秒後
⑹ ①60秒後　　② a＝5. 5，b＝0. 8
⑺ ①毎分220ｍ　②22分40秒後
⑻ ① a＝3　②15分後　③1≦ b＜4
⑼ ①ウ　② 2
⑽ ①カ　②－1　③－4，2
＜考え方・解き方＞

⑴①グラフより， 8 km を16分（16
60時間）で進むことが

分かるので，

　　　8÷16
60＝30（時速30km）

　②大輔さんの式は，速さが時速15km なので，傾きは

　　　15
60＝1

4

　　よって，y＝1
4x…ⅰ

　　バスの式は 2 点（20，8），（36，0）を通るので，傾
きは，

　　　 0－8
36－20＝－1

2

　　求める式を y＝－1
2 x＋b とおき，（36，0）を代入

して，b＝18

　　よって，y＝－1
2 x＋18…ⅱ

　　ⅰ，ⅱを連立方程式で解いて，（x，y）＝（24，6）
　　したがって，24（分後）

（㎞）
（スタジアム）8

（駅）O 16 20 36（分）

（20, 8）

（36, 0）

⑵①バスの直線の式はグラフより，（20，9），（35，0）
の 2 点を通ることがわかるので，

　　　y＝－3
5x＋21…ⅰ

　　大輔さんの式は，時速18km より，傾きは，18
60＝

3
10 ，また，グラフより（10，0）を通ることがわか

るので，求める式を y＝ 3
10 x＋b とおき，これに

（10，0）を代入して，

　　　y＝ 3
10 x－3…ⅱ

　　ⅰ，ⅱを連立方程式で解いて，

　　　x＝80
3（262

3）
　　80

3（262
3）分は26分40秒のことなので，

　　午前10時26分40秒
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る。よって，姉の平泳ぎの速さは68－58＝10秒で
8 m 泳ぐので，b＝8÷10＝0. 8（m/ 秒）となる。

　　また，姉が平泳ぎで 1 往復するのにかかる時間は，
50÷0. 8＝62. 5（秒）より，姉は，妹がスタートし
てから a＝68－62. 5＝5. 5（秒後）にスタートして
いる。

⑺ ①グラフより，1760ｍを 8 分で走るので，
　　1760÷8＝220（ｍ/分）
　②直樹さんの式は，（12，2400），（27，4800）を通る

ので，
　　　y＝160x＋480…ⅰ
　　航平さんの式は，（4，0），（12，1760）を通るので，
　　　y＝220x－880…ⅱ
　　ⅰ，ⅱを連立方程式で解いて，

　　　x＝68
3（222

3）

　よって，22分40秒後となる。
⑻①健太さんが 1 周を走り終えたのは，スタートして

12分後。このとき，航平さんは，
　　2400－240＝2160ｍ地点を走っている。
　　よって，（2160÷240＝）9 分でたどりつくので，
　　a＝12－9＝3
　②直樹さんの式は，（12，2400），（27，4800）を通る

ので，
　　　y＝160x＋480…ⅰ
　　航平さんの式は，（3，0），（12，2160）を通るので，
　　　y＝240x－720…ⅱ
　　ⅰ，ⅱを連立方程式で解いて，
　　　x＝15
　　よって，15分後となる。
　③航平さんが直樹さんに並んでから 2 分後の x＝17

をⅱに代入すると，y＝3360
　　y＝3360をⅰの式に代入すると，x＝18
　　このときに，航平さんが立ち止まるとすると，
　　b＝18－17＝1
　　航平さんが，そのまま 2 週目を走り終えるとする

と，ⅱの式に，y＝4800を代入して，x＝23分後。
　　このとき，直樹さんを27－23＝4分待つことにな

る。
　　よって，1≦ b＜4
⑼ ① グラフを y 軸の正の方向に平行移動するために

は，切片を大きくするとよい。よって，ウとなる。
　 ② y＝3x＋1と y＝－x＋3を連立方程式で解いて，

　 　（x，y）＝（1
2，5

2）

　 　これを y＝x＋b に代入して，

　 　　　　5
2＝1

2＋b

　 　　　　 b＝2
⑽①二元一次方程式 ax＋by＋c＝0を，y を x を使っ

た式で表すと，y＝－a
b

x－ c
bとなる。グラフを y

軸の正の方向に平行移動するには，切片を大きく

するとよい。このとき，切片－ c
bの符号が負であ

（円）と表せる。このときのヒバリ市の水道料金は
620＋140×10＋170×10＝3720（円）。リンドウ市
の水道料金は，900＋110×30＝4200（円）。よって，
水道料金はヒバリ市の水道料金3720円より安くな
るように設定するので，

　　　a＋2400＝3720より，
　　　　　　a＝1320
　　よって，基本料金を1320円より安くする。
　　したがって，1200＜a＜1320となる。
⑸ ①グラフより，妹は 1 往復50m を50秒で泳いでい

る。よって，速さは50÷50＝ 1（m/ 秒）となる。
　　姉は， 1 往復50ｍを40秒で泳いでいる。よって，

速さは50÷40＝1. 25（m/ 秒）となる。
　②妹の式は，（25，25），（50，0）を通るので，

　　傾きは 0－25
50－25 ＝－25

25＝－1

　　求める式を y＝－x＋b とおき，（50，0）を代入して，
　　b＝50
　　よって，y＝－x＋50…ⅰ
　　姉の式は，（14，0），（34，25）を通るので，

　　傾きは 25－0
34－14＝25

20＝5
4

　　求める式を y＝5
4 x＋b とおき，（14，0）を代入して，

　　b＝－35
2

　　よって，y＝5
4 x－35

2 …ⅱ

　　ⅰ，ⅱを連立方程式で解いて，
　　（x，y）＝（30，20）
　　したがって，30（秒後）となる。
⑹① 2 回目にすれちがった時間は，姉と妹の直線の式

をそれぞれ求め，その交点の x 座標となる。
　　よって，姉の48≦ x ≦68での式は，（48，25），（68，

0）を通る直線より，

　　　y＝－5
4 x＋85…ⅰ

　　妹の50≦ x ≦75での式は，（50，0），（75，25）を
通る直線より，

　　　y＝x －50…ⅱ
　　ⅰ，ⅱを連立方程式で解いて，
　　　（x，y）＝（60，10）
　　したがって，60（秒後）となる。
　②

　　次の日，姉がプールを泳いで2往復したグラフは，
上図のようになる。

　　x＝58を y＝x－50に代入して，y＝58－50＝8とな

25

8

5058 68

妹

姉

y＝x－50

100108（秒）O

（m）y

xa
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⑵① 右図のように，点 P が AB 上にあるとき，
△APQ の底辺 AP＝x（cm），

　高さ QH＝6（cm）だから，
　△APQ＝1

2×AP×QH

  y＝1
2×x×6

  y＝3x

となるので，0≦ x ≦
4の変域で，この式の
グラフをかく。

② 右図のように，点 P，Q が辺 BC 上にあるとき，
△APQ は底辺が PQ，高さが辺 AB である。ここで，
　　　Ａ～B～C～D＝4＋6＋8＝18，
　　　A～B～P＝x，

　　　D～C～Q＝2x なので，
　　　PQ＝18－x－2x

　　　 ＝－3x＋18

となる。よって，
点 P，Q が辺 BC 上にあるときの x，y の関係式
は次のようになる。

　△APQ＝1
2×PQ×AB

　　　　y＝1
2×（－3x＋18）×4

　　　　y＝－6x＋36
①，②より，x，y

の関係をグラフに
表すと，右図のよ
うになるので，y

＝6を y＝3x と y

＝－6x＋36に そ
れぞれ代入して，
x の値を求めれば
よい。
y＝3x に代入して，

　6＝3x

　x＝2
　y＝－6x＋36に代入して，

　6＝－6x＋36
　x＝5

P. 46

4＜解答例＞

⑴ a＝3
2  ⑵ a＝1

4  ⑶ y＝16
3

⑷ 0≦ y ≦12 ⑸ a＝4
5

＜考え方・解き方＞
⑴直線 PQ と y 軸の交点を R とする。P（－2，4a），R

（0，3），Q（1，a）であるから，

xcm

6cm

Ａ

P
↓

Q
↓

H

ＣＢ

D

H

xcm 2xcm

Ａ

ＣＢ
QP

D

y（cm2）

x（秒）

y＝3x y＝－6x＋36

4？ ？ 6

6

12

O

ることに注意する。また，b の値を小さくしても
切片は大きくなるが，その場合，傾きも変わって
しまうため，平行移動にならない。よって，カと
なる。

　②2x－y－1＝0と x＋y－3＝0を連立方程式で解い
て，

　　（x，y）＝（4
3，5

3）

　　これを ax＋2y－2＝0に代入して，

　　4
3 a＋10

3 －2＝0

　　　　　　　a＝－1
　③それぞれの式を y を x を使った式で表すと，
　　y＝2x－1…①
　　y＝－x＋3…②

　　y＝－a
2 x＋1…③

　　 ２ つの直線が平行となるとき，傾きが等しいの
で，

　　（ⅰ）①と③の傾きが等しいとき，

　　－a
2＝2

　　　 a＝－4
　　（ⅱ）②と③の傾きが等しいとき，

　　－a
2＝－1

　　　 a＝2
　　（ⅰ），（ⅱ）より，a＝－4，2

P. 46

3＜解答例＞
⑴ 6 秒後 ⑵ ①
②　x＝2，5

＜考え方・解き方＞
⑴ t 秒後に出会うとすると，
（A ～ B ～ P）＋（D ～ C ～ Q）
＝18である。
ここで，

（A ～ B ～ P）＝t

（D ～ C ～ Q）＝2 t

となるから，
t＋2 t＝18
　　t＝6

よって，6 秒後に出会う。

8cm

4cm

Ａ

P

Q ＣＢ

D

6cm
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⑵A（－6，8），B（3，2）だから，

　　　　変化の割合＝ 2－8
3－（－6）

　　　　　　　　　＝－2
3

⑶⑵より，A（－6，8），B（3，2）を通る直線の式を求
める。

⑷右図で，
x＝1のとき

y＝ 10
3（31

3）
だから，

0＜y＜31
3の範囲

に，整数は 3 個ある。

同様に，x＝2のとき y＝8
3（22

3） だから 2 個。

x＝3のとき y＝2だから 1 個。（ 2 は含まない）

x＝4のとき y＝4
3（11

3）だから 1 個。

x＝5のとき y＝2
3だから 0 個。

よって，3＋2＋1＋1＝7（個）

P. 47

6＜解答例＞

⑴ a＝3
4，b＝48　　⑵　y＝1

2 x＋2

⑶　① 3
2 t2－4－ t　②（8

3，16
3 ）

＜考え方・解き方＞
⑴A（4，16a），

　　  B（2，4a）なので，

　　　 16a－4a
4－2 ＝9

2

　　　12a
2 ＝9

2

　　　a＝3
4

　よって，A（4，12）
　なので，㋑の式に
　代入して，

　　　12＝b
4

　　　b＝48
⑵B（2，3），C（8，6）を通る直線の式を求める。

⑶① P（t，3
4 t2）とおけるので，点 Q の y 座標は3

4 t2と

なる。y＝3
4 t2を⑵の式 y＝1

2x＋2に代入して，

　　　3
4 t2＝1

2x＋2

　　　 1
2x＝3

4 t2－2

　　　　x＝3
2 t2－4

よって，点 Q の x 座標は3
2 t2－4である。

2
3

10
3
8
3

4
3
2
3

y＝－　x＋4

y

x
O

D

1 2 3 4 5
6

4

C

2

y

x
t

A

C
QP

B

R

O 2 4 8

㋐㋑

PR の傾き＝ 3－4a
0－（－2）…①

RQ の傾き＝a－3
1－0 …②

PR の傾き＝RQ の傾きであるから，①，②より，
3－4a

0－（－2）＝a－3
1－0

3－4a
2 ＝a－3

3－4a＝2a－6
－6a＝－9

a＝3
2

⑵ y＝ax2で，x が－1 から 3 まで増加するときの変化

の割合は，y＝1
2 x＋b の傾きと等しくなるので，

9a－a
3－（－1）＝1

2

　　　8a
4 ＝1

2

　　　a＝1
4

⑶ y＝ax2に x＝－3，y＝12を代入して，
12＝9a

a＝4
3

y＝4
3 x2に x＝2を代入して，

y＝4
3×4

y＝16
3

⑷1
3＞0だから上に開くグラフなので，

　　　　x＝0のとき，y の最小値＝0

　　　　x＝6のとき，y の最大値＝1
3×62＝12

　よって，y の変域は0≦ y ≦12
⑸ y＝ax2でx がm からn まで増加するときの変化の

割合はa（m＋n）で表されるので，
　　 a（1＋4）＝4

　　 a＝4
5

P. 47

5＜解答例＞

⑴ 8　　　（2）　－2
3 　　　（3）　y＝－2

3 x＋4　

⑷　 7 個
＜考え方・解き方＞

⑴ y＝2
9x2に x＝－6を代入して，

　　　　y＝2
9×（－6）2

　　　　　＝8

P
Ｒ

Ｑ

1O－2

3

4a

a

y

x
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　　＝3
　よって，A（－3，3）。これを y＝ax2に代入して，

　　a＝1
3

　⑵⑴より，y＝1
3x2に x＝2を代入して，

　　　y＝4
3

　　よって，C（2， 4
3）。よって，A（－3，3），C（2， 4

3）

を通る直線の式を求めるとよい。
　⑶①△ACP＝△ACB になるには，AC
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②，③より
　　　∠ACD＝∠DEO …………………………④
①，④より， 2組の角がそれぞれ等しいから
　　　△ACD∽△DEO

⑵ ① 1 cm　② 2 77 cm

＜考え方・解き方＞

⑵①点 Oは ABの中点で，OD//ACより，

　　　　　OD＝12 AC＝1（cm）

　②△ABCは∠C＝90°の直角三角形だから，
　　　　　BC＝2 3
　点 Dは BCの中点だから，
　　　　　CD＝ 3
　△ACDで，
　　　　　AC2＋CD2＝AD2

　　　　　22＋（ 3）2＝AD2

　　　　　AD＝ 7
　（1）より，
　　　　　AC：DE＝AD：DO

　　　　　2：DE＝ 7：1

　　　　　DE＝2 77 （cm）

P. 57

�＜解答例＞
⑴ △AECと△FBCにおいて
∠AECと∠FBCはAC

（

に対する円周角だから
　　　∠AEC＝∠FBC ……………………………①
∠CAEと∠CDEはCE

（

に対する円周角だから
　　　∠CAE＝∠CDE …………………………②
AB∥ DEだから
　　　∠CFB＝∠CDE……………………………③
②，③より
　　　∠CAE＝∠CFB ……………………………④
①，④より， 2組の角がそれぞれ等しいから
　　　△AEC∽△FBC

⑵ 72
13 cm

＜考え方・解き方＞

⑵△ABCは∠C＝90°の
　直角三角形だから，
　　　　AC＝3 5
　CからABに垂線CHを
　おろすと，△ABC∽
　△CBHより，
　　　　HB＝4，CH＝2 5

　HG＝HB−GB＝4−3＝1だから，△CHGで，
　　　　CH2＋HG2＝CG2
　　　　（2 5）2＋12＝CG2
　　　　CG＝ 21　…①
　△GAE∽△GCBより，

　　　　GE＝6 217 　…②

E

A F B

D

C

OH
G
3cm

6cm

6cm

P. 56

�＜解答例＞
⑴ △ADFと△EBHにおいて
∠FADと∠HEBは B⌒Gに対する円周角だから
　　　∠FAD＝∠HEB……………………………①
AC＝ADだから
　　　∠ADF＝∠ACE……………………………②
∠EBHと∠ACEは A⌒Eに対する円周角だから
　　　∠EBH＝∠ACE …………………………③
②，③より
　　　∠ADF＝∠EBH …………………………④
①，④より， 2組の角がそれぞれ等しいから
　　　△ADF∽△EBH

⑵ 3 6
4 cm

＜考え方・解き方＞

⑵△OBEと△EBDは相似な二等辺三角形だから，そ
れを利用して BEの長さを求める。

C

G

B

B

A

E

E

H

F

O

O

D

D

3cm

6cm

8cm

xcm

6cm
4cm

円 Oの半径だから，
　　　OB＝6
AD＝AC＝8cmだから
　　　DB＝4
ここで，BE＝xcmとすると，
△OBE∽△EBDより，
　　　OB：EB＝BE：BD

　　　6：x＝x：4
　　　　 x2＝24
　　　　  x＝2 6（x＞0）
よって，BE＝2 6が求められる。
ここで，⑴より，△ADF∽△EBHだから，
　　　AD：EB＝DF：BH

　　　 8：2 6＝3：BH

　　　　　 BH＝3 64 （cm）

P. 57

�＜解答例＞
⑴ △ACDと△DEOにおいて

OD∥ ACだから
　　　∠CAD＝∠EDO …………………………①
ABは半円の直径だから
　　　∠ACD＝∠90° ……………………………②
一方，OE⊥ADだから
　　　∠DEO＝∠90° ……………………………③

C

G

B

B

A

E

E

H

F

O

O

D

D

3cm

6cm

8cm

xcm

6cm
4cm
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PB であれば
よい。点 B の y 座標は，A の y 座標より 9 だけ
大きいので，

　　　3＋9＝12
　　　y＝12を㋑の
　　　y＝x＋6 に代入して，
　　　12＝x＋6
　　　x＝6
　　　よって，B（6，12）
　　　AC

─ 35 ─

②，③より
　　　∠ACD＝∠DEO …………………………④
①，④より， 2組の角がそれぞれ等しいから
　　　△ACD∽△DEO

⑵ ① 1 cm　② 2 77 cm

＜考え方・解き方＞

⑵①点 Oは ABの中点で，OD//ACより，

　　　　　OD＝12 AC＝1（cm）

　②△ABCは∠C＝90°の直角三角形だから，
　　　　　BC＝2 3
　点 Dは BCの中点だから，
　　　　　CD＝ 3
　△ACDで，
　　　　　AC2＋CD2＝AD2

　　　　　22＋（ 3）2＝AD2

　　　　　AD＝ 7
　（1）より，
　　　　　AC：DE＝AD：DO

　　　　　2：DE＝ 7：1

　　　　　DE＝2 77 （cm）
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�＜解答例＞
⑴ △AECと△FBCにおいて
∠AECと∠FBCはAC

（

に対する円周角だから
　　　∠AEC＝∠FBC ……………………………①
∠CAEと∠CDEはCE

（

に対する円周角だから
　　　∠CAE＝∠CDE …………………………②
AB∥ DEだから
　　　∠CFB＝∠CDE……………………………③
②，③より
　　　∠CAE＝∠CFB ……………………………④
①，④より， 2組の角がそれぞれ等しいから
　　　△AEC∽△FBC

⑵ 72
13 cm

＜考え方・解き方＞

⑵△ABCは∠C＝90°の
　直角三角形だから，
　　　　AC＝3 5
　CからABに垂線CHを
　おろすと，△ABC∽
　△CBHより，
　　　　HB＝4，CH＝2 5

　HG＝HB−GB＝4−3＝1だから，△CHGで，
　　　　CH2＋HG2＝CG2
　　　　（2 5）2＋12＝CG2
　　　　CG＝ 21　…①
　△GAE∽△GCBより，

　　　　GE＝6 217 　…②

E

A F B

D

C

OH
G
3cm

6cm

6cm
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�＜解答例＞
⑴ △ADFと△EBHにおいて
∠FADと∠HEBは B⌒Gに対する円周角だから
　　　∠FAD＝∠HEB……………………………①
AC＝ADだから
　　　∠ADF＝∠ACE……………………………②
∠EBHと∠ACEは A⌒Eに対する円周角だから
　　　∠EBH＝∠ACE …………………………③
②，③より
　　　∠ADF＝∠EBH …………………………④
①，④より， 2組の角がそれぞれ等しいから
　　　△ADF∽△EBH

⑵ 3 6
4 cm

＜考え方・解き方＞

⑵△OBEと△EBDは相似な二等辺三角形だから，そ
れを利用して BEの長さを求める。

C

G

B

B

A

E

E

H

F

O

O

D

D

3cm

6cm

8cm

xcm

6cm
4cm

円 Oの半径だから，
　　　OB＝6
AD＝AC＝8cmだから
　　　DB＝4
ここで，BE＝xcmとすると，
△OBE∽△EBDより，
　　　OB：EB＝BE：BD

　　　6：x＝x：4
　　　　 x2＝24
　　　　  x＝2 6（x＞0）
よって，BE＝2 6が求められる。
ここで，⑴より，△ADF∽△EBHだから，
　　　AD：EB＝DF：BH

　　　 8：2 6＝3：BH

　　　　　 BH＝3 64 （cm）

P. 57

�＜解答例＞
⑴ △ACDと△DEOにおいて

OD∥ ACだから
　　　∠CAD＝∠EDO …………………………①
ABは半円の直径だから
　　　∠ACD＝∠90° ……………………………②
一方，OE⊥ADだから
　　　∠DEO＝∠90° ……………………………③

C

G

B

B

A

E

E

H

F

O

O

D

D

3cm

6cm

8cm

xcm

6cm
4cm
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PB より，
　　　求める式を

　　　y＝－1
3x＋b

　　　とおき，
　　　B（6，12）を代入して，

　　　12＝－1
3×6＋b

　　　  b＝14
　　　点 P は直線 PB の切片なので点 P の y 座標は14

である。
　⑶②線分 AB と線分 PC の交点を Q とする。AC

─ 35 ─

②，③より
　　　∠ACD＝∠DEO …………………………④
①，④より， 2組の角がそれぞれ等しいから
　　　△ACD∽△DEO

⑵ ① 1 cm　② 2 77 cm

＜考え方・解き方＞

⑵①点 Oは ABの中点で，OD//ACより，

　　　　　OD＝12 AC＝1（cm）

　②△ABCは∠C＝90°の直角三角形だから，
　　　　　BC＝2 3
　点 Dは BCの中点だから，
　　　　　CD＝ 3
　△ACDで，
　　　　　AC2＋CD2＝AD2

　　　　　22＋（ 3）2＝AD2

　　　　　AD＝ 7
　（1）より，
　　　　　AC：DE＝AD：DO

　　　　　2：DE＝ 7：1

　　　　　DE＝2 77 （cm）
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�＜解答例＞
⑴ △AECと△FBCにおいて
∠AECと∠FBCはAC

（

に対する円周角だから
　　　∠AEC＝∠FBC ……………………………①
∠CAEと∠CDEはCE

（

に対する円周角だから
　　　∠CAE＝∠CDE …………………………②
AB∥ DEだから
　　　∠CFB＝∠CDE……………………………③
②，③より
　　　∠CAE＝∠CFB ……………………………④
①，④より， 2組の角がそれぞれ等しいから
　　　△AEC∽△FBC

⑵ 72
13 cm

＜考え方・解き方＞

⑵△ABCは∠C＝90°の
　直角三角形だから，
　　　　AC＝3 5
　CからABに垂線CHを
　おろすと，△ABC∽
　△CBHより，
　　　　HB＝4，CH＝2 5

　HG＝HB−GB＝4−3＝1だから，△CHGで，
　　　　CH2＋HG2＝CG2
　　　　（2 5）2＋12＝CG2
　　　　CG＝ 21　…①
　△GAE∽△GCBより，

　　　　GE＝6 217 　…②

E

A F B

D

C

OH
G
3cm

6cm

6cm
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�＜解答例＞
⑴ △ADFと△EBHにおいて
∠FADと∠HEBは B⌒Gに対する円周角だから
　　　∠FAD＝∠HEB……………………………①
AC＝ADだから
　　　∠ADF＝∠ACE……………………………②
∠EBHと∠ACEは A⌒Eに対する円周角だから
　　　∠EBH＝∠ACE …………………………③
②，③より
　　　∠ADF＝∠EBH …………………………④
①，④より， 2組の角がそれぞれ等しいから
　　　△ADF∽△EBH

⑵ 3 6
4 cm

＜考え方・解き方＞

⑵△OBEと△EBDは相似な二等辺三角形だから，そ
れを利用して BEの長さを求める。

C

G

B

B

A

E

E

H

F

O

O

D

D

3cm

6cm

8cm

xcm

6cm
4cm

円 Oの半径だから，
　　　OB＝6
AD＝AC＝8cmだから
　　　DB＝4
ここで，BE＝xcmとすると，
△OBE∽△EBDより，
　　　OB：EB＝BE：BD

　　　6：x＝x：4
　　　　 x2＝24
　　　　  x＝2 6（x＞0）
よって，BE＝2 6が求められる。
ここで，⑴より，△ADF∽△EBHだから，
　　　AD：EB＝DF：BH

　　　 8：2 6＝3：BH

　　　　　 BH＝3 64 （cm）
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�＜解答例＞
⑴ △ACDと△DEOにおいて

OD∥ ACだから
　　　∠CAD＝∠EDO …………………………①
ABは半円の直径だから
　　　∠ACD＝∠90° ……………………………②
一方，OE⊥ADだから
　　　∠DEO＝∠90° ……………………………③

C

G

B

B

A

E

E

H

F

O

O

D

D

3cm

6cm

8cm

xcm

6cm
4cm

suugaku-kaitoP01-50cs6.indd   35 2014/06/04   16:03:19

PB

より，△AQC∽△BQP となる。
　　　ここで，相似比 AC：BP は，A と C，P と B の x

座標の差として考えるので，
　　　AC：BP＝｛2－（－3）｝：（6－0）＝5：6
　　　これより，
　　　AB：AQ＝（5＋6）：5＝11：5
　　　左図より，△ACB と△ACP の重なっている部分

は△AQC だとわかる。△ACB と△AQC の底辺を
それぞれ，AB，AQ とすると高さは等しいので，

　　　△ACB：△AQC＝AB：AQ＝11：5

　　　よって，△AQC は△ACB の 5
11倍である。

P. 49

9＜解答例＞

⑴ 9　　⑵　y＝1
2x＋6

⑶　① 6 　②3 5
＜考え方・解き方＞

　⑴ y＝1
4x2に x＝6 を代入して，

　 　 y＝1
4×62

　　　＝9

B

C
A

y

xO

Q

㋐
㋑P

－3 2

（0, 6）

（6, 12）

⑤

⑥

よって，

　　　PQ＝（3
2 t2－4）－t

　　　　　＝3
2 t2－t－4

② PR＝t なので PQ：PR＝3：2より，

　　　（3
2 t2－t－4）：t＝3：2

　　　3t2－2t－8＝3t

　　　3t2－5t－8＝0

　　　t＝ 5± 25＋96
6

　　　 ＝ 5±11
6

　　　t＝－1，8
3

2＜t＜4より，t＝8
3

P. 48

7＜解答例＞

⑴ a＝3
4　　　⑵　y＝2x＋4

⑶　－2　　　　⑷　（2，3）　
＜考え方・解き方＞

⑴y＝ax2に（4，12）を代入して，a＝3
4

⑵切片が 4 なので，求める式を y＝mx＋4とおき，こ
れに（4，12）を代入して，

　12＝4m＋4
　m＝2
　よって，y＝2x＋4
⑶⑵より，y＝2x＋4に y＝0を代入して，
　0＝2x＋4
　x＝－2
⑷点 P の y 座標を h とおく。
　△BPQ＝△ABO より，

　8×h×1
2＝2×12×1

2
　　　　 h＝3

　y＝3
4x2に y＝3を代入

　3＝3
4x2

　x2＝4
　x＝±2
　x＞0なので，x＝2
　よって，P（2，3）と分かる。

P. 48

8＜解答例＞

⑴ a＝1
3　　⑵　y＝－1

3 x＋2

⑶　① 14　② 5
11 倍

＜考え方・解き方＞
⑴ y＝x＋6に x＝－3を代入して，
　  y＝－3＋6

B

A

y

xO Q

①

P

4

4

12

－2 6h

8

2
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　　y＝1
4×（－2）2

　　　＝1
　よって，C（－2，1）
　したがって，直線 BC は B（4，4），C（－2，1）を通

る直線だとわかる。
⑶①点 P の x 座標を t とおく。
　　△OPC の底辺を直線 BC の切片，高さを点 P，点

C の x 座標の差と考えて，

　　△OPC＝2×｛t －（－2）｝×1
2＝t＋2

　　 次に，直線 AB の式 y＝x に x＝－2 を代入して，
y＝－2。点 C の y 座標が 1 より，

　　 △ABC の底辺をその y 座標の差，高さを点 A，
点 B の x 座標の差と考えて，

　　△ABC＝｛1－（－2）｝×｛4－（－3）｝×1
2＝ 21

2

　　よって，△OPC は△ABC の1
3なので，

　　t＋2＝ 21
2 ×1

3

　　　  t＝3
2

　　点 P の y 座標は y＝1
2x＋2 に x＝3

2を代入して，

　　1
2×3

2＋2＝ 11
4

　　したがって，P（3
2， 11

4 ）である。

　②点 Q の y 座標は y＝－1
3x2に x＝3

2を代入して，

　　y＝－1
3×（3

2）2＝－3
4

　　よって，Q（3
2，－3

4）
　　 ま た， 直 線 AB の 式 y＝x に x＝3

2を代入して，

y＝3
2となる。その座標を R とすると，R（3

2，3
2）

である。
　　 △ABQ の底辺を RQ，高さを点 A，点 B の x 座

標の差と考えて，

　　△ABQ＝｛3
2－（－3

4）｝×｛4－（－3）｝×1
2＝ 63

8
　　四角形 AQBC＝△ABC＋△ABQ

　　　　　　　　＝ 21
2 ＋ 63

8 ＝147
8

　　△OPC は△ABC の1
3なので，

　　△OPC＝ 21
2 ×1

3＝7
2

　　よって，147
8 ÷7

2＝ 21
4（倍）

　⑵ y＝1
4x2に x＝－4を代入して，

　　 y＝1
4×（－4）2

　　　＝4
　　よって，直線 AB は（－4，4），（6，9）を通ることが

わかる。

　⑶①⑵より，y＝1
2x＋6 に x＝2 を代入して，

　　　　y＝1
2×2＋6

　　　　　＝7
　　　よって，P（2，7）

　　　　y＝1
4x2に x＝2 を代入して，

　　　　y＝1
4×22

　　　　　＝1
　　　よって，Q（2，1）
　　　したがって 2 点 P，Q の距離は，
　　　　7－1＝6
　　②∠ARQ＝90°と
　　　なるように，
　　　△ARQ をつくる。
　　　AR の長さは，
　　　　2－（－4）＝6
　　　RQ の長さは
　　　　4－1＝3
　　　三平方の定理より，
　　　　AQ2＝62＋32
　　　　AQ2＝45
　　　　　AQ＝3 5

P. 49

⓾＜解答例＞

⑴ a＝1
4　⑵　y＝1

2x＋2

⑶　①（3
2， 11

4 ）　② 21
4 倍

＜考え方・解き方＞

　⑴ y＝－1
3x2に y＝－3を代入して，

　－3＝－1
3x2

　　x2＝±3
　点 A は x＜0 なので，x＝－3
　直線 AB は原点と A（－3，－3）を通るので，
　その式は y＝x だとわかる。
　y＝x に x＝4を代入して，
　y＝4
　つまり B の座標は（4，4）である。これを
　y＝ax2に代入して，
　　4＝16a

　　a＝1
4

⑵⑴より，y＝1
4x2に x＝－2を代入して，

B

A

y

xO
Q（2，1）

R
（－4，4）

1
4y＝　x2
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　△PDO の高さを h とおく。△PDO の面積を h を使っ
て表すと，

　　12×h×1
2＝6h

　△POC＋△PCD＝△CDO＋△PDO＝80で あ れ ば よ
いので，

　　72＋6h＝80

　これを解いて，h＝4
3

　よって，点 P の x 座標は－4
3，これを y＝－1

2x＋6

　に代入して，y＝20
3

　したがって，P（－4
3，20

3 ）

P. 50

�＜解答例＞

⑴ y＝1
4x＋3　　⑵　ア（8，8）　イ（4，4）

⑶　（ 28
5 ， 22

5 ）
＜考え方・解き方＞

⑴y＝1
8x2に x＝－4を代入して，A（－4，2）

　y＝1
8x2に x＝6を代入して，B（6，9

2）
　A（－4，2），B（6，9

2）を通る直線なので，

　y＝1
4x＋3

⑵点 C の x 座標を m とする。これを y＝1
8x2に代入

して，C（m，1
8m2）

　四角形 ODCE は正方形なので，OD＝OE より，

　　m＝1
8m2

　これを解いて， 

　　m＝0，8
　m＞0より，m＝ 8 。よって，C（8，8）…ア
　正方形の面積を二等分するには，二等分線が対角線

の交点（中点）を通ればよい。
　対角線の交点（中点）を M とする。
　C（8，8），O（0，0）より，M の座標は，

　　（8＋0
2 ，8＋0

2 ）＝（4，4）…イ

　ここで，y＝1
4x＋3に（4，4）を代入すると，

　　4＝4

　等式が成り立つので，y＝1
4 x＋3 は M（4，4）を通る

ことがわかる。

⑶点 P の x 座標を t とおく。これを y＝1
4 x＋3に代入

して，P（t，1
4 t＋3）

　△PCE＝8×｛8－（1
4 t＋3）｝×1

2＝20－t…①

P.  50

�＜解答例＞

⑴ 12　　⑵　a＝1
2

⑶　y＝－1
2x＋6　　⑷　（－4

3， 20
3 ）

＜考え方・解き方＞
　⑴ y＝－x＋12に y＝0 を代入して，x＝12

⑵y＝－x＋12に x＝ 4を代入して，y＝8
　よって，A（4，8）。これを y＝ax2に代入して，
　　8＝16a

　　a＝1
2

⑶点 B は点 A と y 軸について対称な点なので，
　　B（－4，8）
　B（－4，8），C（12，0）より，傾きは，

　　 0－8
12－（－4）＝－1

2

　求める式を y＝－1
2x＋b とおき，（12，0）を代入して，

b＝6

　したがって，y＝－1
2x＋6

⑷△CDO の面積は，

　　12×12×1
2＝72

　△POC＋△PCD＝80になるときなので，
　　　△CDO＜（△POC＋△PCD）
　つまり，点 P は x＜ 0の範囲になければならないの

で，下図のようになる。

　　

h

y

x
O 4

①②

C

D

B
P

A

y

xO Q（　，－　 ）

B（4，4）

（－3，－3）A

（－2，1）C

1
4

3
2

3
4

y＝　x2

R

suugaku-kaitoP02-52cs6.indd   23 2025/06/17   13:36:00



─ 24 ─

　ここで，PQ：QR＝5：1より，

　1
2 t＋2－1

4 t2：1
4 t2＝5：1

　3t2－t－4＝0

　　　　　t＝－1，4
3

　　　　　t＞0なので，

　　　　　t＝4
3

　したがって，点 P の座標は（4
3，8

3）となる。

P. 51

�＜解答例＞

⑴ a＝3
4　　⑵　y＝3

2x＋6

⑶　①3
2　② 9 倍

＜考え方・解き方＞
　⑴ A の y 座標が 3 より，㋑の y＝－x＋1に y＝3を代

入すると，3＝－x＋1，よって，x＝－2。よって，
点 A の x 座標は－2となる。x＝－2，y＝3を㋐の y

＝ax2に代入して，3＝a×（－2）2より，a＝3
4となる。

⑵A（－2，3），C（4，12）を通る直線の式を求める。
⑶①点 P の x 座標を t とすると，

　　P（t，3
4 t2），Q（t，3

2 t＋6），R（t，－t＋1）となる。

　　よって，PQ＝（3
2 t＋6）－（3

4 t2）＝3
2 t＋6－3

4 t2…①

　　PR＝（3
4 t2）－（－t＋1）＝3

4 t2＋t－1…②

　　ここで，PQ：PR＝3：1と①，②より，

　　3
2 t＋6－3

4 t2：3
4 t2＋t－1＝3：1

　　2t2＋t－6＝0

　　　　　　t＝－2，3
2

　　　　　　2
3＜t＜4なので，

　　　　　　t＝3
2

　　したがって，点 P の x 座標は3
2となる。

　②①より，P（3
2，27

16），Q（3
2，33

4 ），R（3
2，－1

2）となる。

　　条件より，PQ：PR＝3：1。

　　また，AB：BR＝8
3：3

2－2
3＝16：5，

　　AQ：QC＝3
2－（－2）：4－3

2＝7：5となる。

　　ここで，△ABP＝16a とすると，△APR＝21a と
なり，△AQR＝84a と表せる。さらに，△ARC＝

84a×12
7 ＝144a と表せるので，144a÷16a＝9（倍）

となる。

　直線 AB と y 軸との交点を F とおくと，
　△OPA＝△OFA＋△OFP

　　　　＝3×4×1
2＋3×t×1

2

　　　　＝6＋3
2 t…②

　①，②より，

　　20－ t＝6＋3
2 t

　これを解いて，

　　t＝28
5

　点 P の y 座標は，1
4×28

5 ＋3＝22
5

　よって，（28
5 ，22

5 ）

　　

y

x
O－4 6 D

1
8y＝　x2

E

F

C

A P B

P. 51

�＜解答例＞

⑴ 1　　⑵　（4，4）　　⑶　y＝1
2x＋2

⑷　（4
3，8

3）
＜考え方・解き方＞

　⑴ y＝1
4x2に x＝－2を代入。y＝1

4×（－2）2＝1。よっ

て，点 A の y 座標は 1 となる。
⑵点 B の y 座標は，点 A の y 座標より， 3 だけ大き

いので 4 となる。

　よって，y＝1
4x2に y＝4を代入して，

　　4＝1
4x2

　　x2＝16
　　x＝±4
　　x＞0より，
　　x＝4
　　したがって，点 B の座標は，（4，4）となる。
⑶ A（－2，1），B（4，4）を通る直線の式を求める。
⑷点 P の x 座標を t とすると，

　P（t，1
2 t＋2），Q（t，1

4 t2），R（t，0）となる。

　よって，PQ＝（1
2 t＋2）－（1

4 t2）＝1
2 t＋2－1

4 t2

　QR＝（1
4 t2）－（0）＝1

4 t2
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　　　y＝1
2 x －4

　　　y＝－x

　　これを解くと，

　　　x＝8
3，y＝－8

3

　　したがって，点 P の座標は（8
3，－8

3）となる。

P. 52

�＜解答例＞

⑴ a＝1
4　　⑵　y＝4x－12

⑶ ①1
2 t＋2　② t＝4

3，2

＜考え方・解き方＞
　⑴ y＝ax2に A（4，4）を代入して，

　  4＝a×42

　  a＝1
4

⑵B の x 座標が－2より，C の x 座標が 2 とわかる。
　㋑の y＝－x2に x＝2を代入すると，
　　　 y＝－22＝－4
　よって，C（2，－4）となる。
　したがって，
　A（4，4），C（2，－4）を通る直線の式を求める。
⑶下図参照。

－2

－4

O

PH
A

Q

B CD

4

2t－4

t 4

y＝4x－12

㋐

㋑

y

x

t＋21
2

　① QA＝QP より，点 Q の x 座標は，
　　点 P と点 A の x 座標の中点となる。
　　P（t，4），A（4，4）より，

　　点 Q の x 座標は， t＋4
2 ＝1

2 t＋2となる。

　②直線 AC の y＝4x－12に x＝1
2 t＋2を代入して，

　　y＝4（1
2 t＋2）－12

　　y＝2t－4

　よって，Q（1
2 t＋2，2t－4）となる。

　△QHD＝△PHQ×3より，

　1
2×8×（1

2 t＋2）＝1
2×t×{4－（2t－4）}×3

⎧
⎜

⎨
⎜

⎩

P. 52

�＜解答例＞

⑴ 8　　⑵　4　　⑶　y＝－1
2x＋4

⑷　（8
3，－8

3）
＜考え方・解き方＞

　⑴  y＝ 1
8 x2に x＝－8を代入して，y＝ 1

8×（－8）2＝8。

よって，点 A の y 座標は 8 となる。

⑵y＝1
8 x2に y＝2を代入して，

　2＝1
8 x2

　x2＝16
　x＝±4
　x＞0より，
　x＝4
　したがって，点 B の x 座標は4となる。
⑶A（－8，8），B（4，2）を通る直線の式を求める。
⑷ △PAB＝△OAC より，重なっている部分の△OAB

をのぞいて，次の図のように△OBP＝△OBC とな
る。よって，OB

─ 35 ─

②，③より
　　　∠ACD＝∠DEO …………………………④
①，④より， 2組の角がそれぞれ等しいから
　　　△ACD∽△DEO

⑵ ① 1 cm　② 2 77 cm

＜考え方・解き方＞

⑵①点 Oは ABの中点で，OD//ACより，

　　　　　OD＝12 AC＝1（cm）

　②△ABCは∠C＝90°の直角三角形だから，
　　　　　BC＝2 3
　点 Dは BCの中点だから，
　　　　　CD＝ 3
　△ACDで，
　　　　　AC2＋CD2＝AD2

　　　　　22＋（ 3）2＝AD2

　　　　　AD＝ 7
　（1）より，
　　　　　AC：DE＝AD：DO

　　　　　2：DE＝ 7：1

　　　　　DE＝2 77 （cm）

P. 57

�＜解答例＞
⑴ △AECと△FBCにおいて
∠AECと∠FBCはAC

（

に対する円周角だから
　　　∠AEC＝∠FBC ……………………………①
∠CAEと∠CDEはCE

（

に対する円周角だから
　　　∠CAE＝∠CDE …………………………②
AB∥ DEだから
　　　∠CFB＝∠CDE……………………………③
②，③より
　　　∠CAE＝∠CFB ……………………………④
①，④より， 2組の角がそれぞれ等しいから
　　　△AEC∽△FBC

⑵ 72
13 cm

＜考え方・解き方＞

⑵△ABCは∠C＝90°の
　直角三角形だから，
　　　　AC＝3 5
　CからABに垂線CHを
　おろすと，△ABC∽
　△CBHより，
　　　　HB＝4，CH＝2 5

　HG＝HB−GB＝4−3＝1だから，△CHGで，
　　　　CH2＋HG2＝CG2
　　　　（2 5）2＋12＝CG2
　　　　CG＝ 21　…①
　△GAE∽△GCBより，

　　　　GE＝6 217 　…②

E

A F B

D

C

OH
G
3cm

6cm

6cm

P. 56

�＜解答例＞
⑴ △ADFと△EBHにおいて
∠FADと∠HEBは B⌒Gに対する円周角だから
　　　∠FAD＝∠HEB……………………………①
AC＝ADだから
　　　∠ADF＝∠ACE……………………………②
∠EBHと∠ACEは A⌒Eに対する円周角だから
　　　∠EBH＝∠ACE …………………………③
②，③より
　　　∠ADF＝∠EBH …………………………④
①，④より， 2組の角がそれぞれ等しいから
　　　△ADF∽△EBH

⑵ 3 6
4 cm

＜考え方・解き方＞

⑵△OBEと△EBDは相似な二等辺三角形だから，そ
れを利用して BEの長さを求める。

C

G

B

B

A

E

E

H

F

O

O

D

D

3cm

6cm

8cm

xcm

6cm
4cm

円 Oの半径だから，
　　　OB＝6
AD＝AC＝8cmだから
　　　DB＝4
ここで，BE＝xcmとすると，
△OBE∽△EBDより，
　　　OB：EB＝BE：BD

　　　6：x＝x：4
　　　　 x2＝24
　　　　  x＝2 6（x＞0）
よって，BE＝2 6が求められる。
ここで，⑴より，△ADF∽△EBHだから，
　　　AD：EB＝DF：BH

　　　 8：2 6＝3：BH

　　　　　 BH＝3 64 （cm）

P. 57

�＜解答例＞
⑴ △ACDと△DEOにおいて

OD∥ ACだから
　　　∠CAD＝∠EDO …………………………①
ABは半円の直径だから
　　　∠ACD＝∠90° ……………………………②
一方，OE⊥ADだから
　　　∠DEO＝∠90° ……………………………③

C

G

B

B

A

E

E

H

F

O

O

D

D

3cm

6cm

8cm

xcm

6cm
4cm

suugaku-kaitoP01-50cs6.indd   35 2014/06/04   16:03:19

PC となればよい。

　

A

2

4－8 8

①

B

C
O

P

x

y

　　直線 OB の式は y＝ax に B（4，2）を代入して，

　　　y＝1
2 x

　　直線 AB の式に C の y＝0を代入して，

　　　0＝－1
2 x＋4

　　　x＝8
　　したがって，C（8，0）となる。

　　OB
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②，③より
　　　∠ACD＝∠DEO …………………………④
①，④より， 2組の角がそれぞれ等しいから
　　　△ACD∽△DEO

⑵ ① 1 cm　② 2 77 cm

＜考え方・解き方＞

⑵①点 Oは ABの中点で，OD//ACより，

　　　　　OD＝12 AC＝1（cm）

　②△ABCは∠C＝90°の直角三角形だから，
　　　　　BC＝2 3
　点 Dは BCの中点だから，
　　　　　CD＝ 3
　△ACDで，
　　　　　AC2＋CD2＝AD2

　　　　　22＋（ 3）2＝AD2

　　　　　AD＝ 7
　（1）より，
　　　　　AC：DE＝AD：DO

　　　　　2：DE＝ 7：1

　　　　　DE＝2 77 （cm）

P. 57

�＜解答例＞
⑴ △AECと△FBCにおいて
∠AECと∠FBCはAC

（

に対する円周角だから
　　　∠AEC＝∠FBC ……………………………①
∠CAEと∠CDEはCE

（

に対する円周角だから
　　　∠CAE＝∠CDE …………………………②
AB∥ DEだから
　　　∠CFB＝∠CDE……………………………③
②，③より
　　　∠CAE＝∠CFB ……………………………④
①，④より， 2組の角がそれぞれ等しいから
　　　△AEC∽△FBC

⑵ 72
13 cm

＜考え方・解き方＞

⑵△ABCは∠C＝90°の
　直角三角形だから，
　　　　AC＝3 5
　CからABに垂線CHを
　おろすと，△ABC∽
　△CBHより，
　　　　HB＝4，CH＝2 5

　HG＝HB−GB＝4−3＝1だから，△CHGで，
　　　　CH2＋HG2＝CG2
　　　　（2 5）2＋12＝CG2
　　　　CG＝ 21　…①
　△GAE∽△GCBより，

　　　　GE＝6 217 　…②

E

A F B

D

C

OH
G
3cm

6cm

6cm

P. 56

�＜解答例＞
⑴ △ADFと△EBHにおいて
∠FADと∠HEBは B⌒Gに対する円周角だから
　　　∠FAD＝∠HEB……………………………①
AC＝ADだから
　　　∠ADF＝∠ACE……………………………②
∠EBHと∠ACEは A⌒Eに対する円周角だから
　　　∠EBH＝∠ACE …………………………③
②，③より
　　　∠ADF＝∠EBH …………………………④
①，④より， 2組の角がそれぞれ等しいから
　　　△ADF∽△EBH

⑵ 3 6
4 cm

＜考え方・解き方＞

⑵△OBEと△EBDは相似な二等辺三角形だから，そ
れを利用して BEの長さを求める。

C

G

B

B

A

E

E

H

F

O

O

D

D

3cm

6cm

8cm

xcm

6cm
4cm

円 Oの半径だから，
　　　OB＝6
AD＝AC＝8cmだから
　　　DB＝4
ここで，BE＝xcmとすると，
△OBE∽△EBDより，
　　　OB：EB＝BE：BD

　　　6：x＝x：4
　　　　 x2＝24
　　　　  x＝2 6（x＞0）
よって，BE＝2 6が求められる。
ここで，⑴より，△ADF∽△EBHだから，
　　　AD：EB＝DF：BH

　　　 8：2 6＝3：BH

　　　　　 BH＝3 64 （cm）

P. 57

�＜解答例＞
⑴ △ACDと△DEOにおいて

OD∥ ACだから
　　　∠CAD＝∠EDO …………………………①
ABは半円の直径だから
　　　∠ACD＝∠90° ……………………………②
一方，OE⊥ADだから
　　　∠DEO＝∠90° ……………………………③

C

G

B

B

A

E

E

H

F

O

O

D

D

3cm

6cm

8cm

xcm

6cm
4cm
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PC より，直線 PC の式を y＝1
2 x＋b とおき，

　　C（8，0）を代入して，

　　　0＝1
2×8＋b

　　　b＝－4

　　よって，y＝1
2 x－4

　　直線 OA の式は y＝ax に A（－8，8）を代入して，
　　y＝－ x

　　点 P の座標は，直線 PC と直線 OA の交点なので，
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　  y＝8
　よって，B（4，8）となる。
　  y＝ax2に B（4，8）を代入して，
　  8＝a×42

　  a＝1
2

⑵y＝2x2に x＝－1 を代入して，
　y＝2×（－1）2
　y＝2
　よって，C（－1，2）となる。
　したがって，
　B（4，8），C（－1，2）を通る直線の式を求める。
⑶①点 P の x 座標を t とすると，

　　P（t，1
2 t2），Q（t，0），R（t，2t2）となる。

　　よって，PR＝2t2－1
2 t2＝3

2 t2

　　　　　　QD＝4－t

　　ここで，PR＝QD より，

　　　　　 3
2 t2＝4－ t

　　3t2＋2t－8＝0

　　　　　　t＝－2，4
3

　　　　0＜t＜4なので，

　　　　　　t＝4
3

　　したがって，点 P の x 座標は，4
3となる。

　②△SPR＝△SQD×5
6より，

　　△SPR：△SQD＝5：6
　　それぞれの三角形の底辺を PR，QD と考えると，
　　PR＝QD より，高さの比が5：6となればよい。
　　ここで，点 S の x 座標を m とすると，

　　直線 BC の y＝6
5 x＋16

5 に x＝m を代入して，

　　y＝6
5 m＋16

5

　　よって，S（m，6
5 m＋16

5 ）となる。

　　高さの比が5：6より，

　　（4
3－m）：（6

5 m＋16
5 ）＝5：6

　　　　　　　　　　　m＝－2
3

　　点 S の y 座標は，6
5 m＋16

5 に，m＝－2
3を代入して，

　　6
5×（－2

3）＋16
5 ＝12

5

　　したがって，点 S の座標は，（－2
3，12

5 ）となる。

P. 54

�＜解答例＞
⑴ 4　　⑵　－6

⑶ y＝－1
2 x＋6　　⑷　（3， 9

4 ）

　　   3t2－10t＋8＝0

　　　t＝4
3，2となる。

P. 53

�＜解答例＞
⑴ a＝2　　⑵　2

⑶ y＝2x＋4　　⑷　 （3
4，11

2 ）
＜考え方・解き方＞

　⑴  y＝ax2に A（－1，2）を代入して，
　　　2＝a×（－1）2
　　　a＝2

⑵⑴より，①の関数は，y＝2x2と表すことができる。
　　y＝8を代入して，
　　8＝2x2
　　x2＝4
　　x＝±2
　x＞0より，
　　x＝2
　したがって，点B のx 座標は 2 となる。
⑶A（－1，2），B（2，8）を通る直線の式を求める。

⑷△OPC＝△AOB×1
4より，

　AB：CP＝4：1となる。
　よって，平行線と線分の比の関係から，
　P のx 座標は，

　x＝｛2－（－1）｝×1
4

　  ＝3×1
4

　  ＝3
4

　直線AB の式に x＝3
4を代入して，

　y＝2×3
4＋4

　  ＝11
2

　したがって，点P の座標は（3
4，11

2 ）となる。

P. 53

�＜解答例＞

⑴ a＝1
2　　⑵　y＝6

5 x＋16
5

⑶ ①4
3　　②（－2

3，12
5 ）

＜考え方・解き方＞
⑴y＝2x2に x＝ 1 を代入して，
　  y＝2×12
　  y＝2
　よって，A（1，2）となる。
　直線 OA の式は，y＝ax に A（1，2）を代入して，
　  y＝2x

　直線 OA の式に x＝ 4 を代入して，
　  y＝2×4
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　よって，C（－4，0）。
　したがって，B（8，16），C（－4，0）を通る直線の式

を求めるとよい。

⑶① y＝1
4 x2に x＝t を代入して，y＝1

4 t2より，

　　P（t，1
4 t2）となる。

　　 ここで，直線 BC 上に点 P と同じ x 座標をもつ点

Ｑをとる。y＝4
3 x＋16

3 に x＝t を代入して，

　　y＝4
3 t＋16

3 より，Q（t，4
3 t＋16

3 ）となる。

　　よって，△BCP＝△BPQ＋△CPQ より，

　　△BCP＝1
2×（4

3 t＋16
3 －1

4 t2）×（8－ t）＋1
2×（4

3 t

　　＋16
3 －1

4 t2）×｛t －（－4）｝

　　＝－3
2 t2＋8t＋32となる。

　②△PCD＝1
2×｛8－（－4）｝×1

4 t2

　　　　　＝3
2 t2

　　△BCP＝1
3×△PCD より，

　　－3
2 t2＋8t＋32＝1

3×3
2 t2

　　4≦ t ≦8より，
　　　t＝2＋2 5となる。

＜考え方・解き方＞

　⑴ y＝1
4 x2に x＝4を代入して，

　　y＝1
4×42＝4

　したがって，点 A の y 座標は ４ となる。

⑵y＝1
4 x2に y＝9を代入して，

　　9＝1
4×x2

　　x2＝36
　　x＜0より，
　　x＝－6
　したがって，点B のx 座標は－6となる。
⑶A（4，4），B（－6，9）を通る直線の式を求める。
⑷点 P の x 座標を t とすると，

　　P（t，1
4 t2），Q（t，－1

2 t＋6），R（t，0）となる。

　　よって，

　　QP＝－1
2 t＋6－1

4 t2

　　PR＝1
4 t2

　ここで，QP＝PR より，

　　－1
2 t＋6－1

4 t2＝1
4 t2

　　　 　t2＋t －12＝0
　　　　　　　　 t＝－4，3
　　t＞0より，t＝3

　　したがって，点 P の座標は（3，9
4）となる。

P. 54

�＜解答例＞

⑴ a＝1
4　　⑵　y＝4

3 x＋16
3

⑶ ①－3
2 t2＋8t＋32　　②　t＝2＋2 5

＜考え方・解き方＞

　⑴ y＝1
2 x＋2に x＝4を代入して，

　  y＝1
2×4＋2

　  y＝4
　よって，A（4，4）。これを y＝ax2に代入して，
　4＝a×42

　a＝1
4

⑵y＝1
4 x2に x＝8を代入して，

　y＝1
4×82

　y＝16
　よって，B（8，16）となる。

　また，y＝1
2 x＋2に y＝0を代入して，

　0＝1
2 x＋2

　x＝－4
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